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いちごばたけのちいさなおばあさん 
中谷 千代子 え わたり むつこ さく 福音館書店 Ｅ－ナ 

 いちごばたけのつちのなかにすむちいさなおばあさんのしごとは、いちごのみにあかいいろ

をつけることです。あるとしのこと、ゆきのかわりにあめがふりつづきました。すると、いちご

ばたけはあおあおとしたはをひろげました。おばあさんは、あわてていちごのいろをつくりはじ

めます。 

 

チョコレート工場の秘密 
ロアルド・ダール 作 田村 隆一 訳 評論社 ９３３－ダ 

 チャーリーは、チョコレートの大好
だ い す

きな少年
しょうねん

です。家
いえ

はとても貧乏
びんぼう

で、誕生
たんじょう

日
び

に小
ちい

さな板
いた

 

チョコしか食
た

べられませんでした。家
いえ

の窓
まど

からは、世界
せ か い

で一
いち

ばん有名
ゆうめい

で大
おお

きなワンカのチョコ 

レート工場
こうじょう

が見
み

えています。ある日
ひ

、「五人
ご に ん

のえらばれた子
こ

どもだけ工場
こうじょう

の見学
けんがく

を許可
き ょ か

する」

ことが発表
はっぴょう

されました。チャーリーは最後
さ い ご

の一人
ひ と り

にえらばれ、工場
こうじょう

の見学
けんがく

へ行
い

くことになりま

す。 

 

わがしやパンダ 
香桃 もこ 作 福音館書店 ９１３－カ 

 はるとのうちは、わがしや「ささの葉堂
は ど う

」です。店
みせ

のじまんは、ささの葉
は

でつつんだわがしの

さわやかなかおりです。うら山
やま

でささの葉
は

をつんでいると黒
くろ

っぽいかげがうごきました。それは、

おいしいささや竹
たけ

をさがして世界
せ か い

じゅうを旅
たび

しているパンダでした。はるとは、パンダを店
みせ

へつ

れていきます。 

 

あまいもの、 

みつけた！ 



小さなスプーンおばさん 
アルフ＝プリョイセン 作 大塚 勇三 訳 学研 ９４９－プ 

 パンケーキにコケモモのジャムをつけたかったごていしゅのため、おばさんは森
もり

へコケモモ

の実
み

をとりにきました。おばさんが、茶
ちゃ

わんでコケモモをバケツへはこぶと、バケツはどんどん

実
み

でいっぱいになりました。あと茶
ちゃ

わん一
いっ

ぱいで、バケツがいっぱいというとき、おばさんのか

らだはティースプーンくらいに小
ちい

さくなってしまいます。 

（『おばさん、コケモモの実
み

をとりにいく』） 

 

ヘンゼルとグレーテル 
バーナディット・ワッツ 絵 グリム 著 相良 守峯 訳 岩波書店 Ｅ－ウ 

 大きな
おお    

森
もり

の入り口
い   ぐち

に、まずしい木
き

こりが、おかみさんとふたりの子
こ

どもとすんでいました。男
おとこ

の子
こ

はヘンゼル、女
おんな

の子
こ

はグレーテルといいました。あるとき、ふたりはおかみさんにふかい

森
もり

へとつれていかれ、おきざりにされます。ふたりが朝
あさ

からばんまで森
もり

をあるきまわると、おか

しやパンでできている小
ちい

さな家
いえ

をみつけました。 

 

まほうのマーマレード 
茂市 久美子 作 あかね書房 ９１３－モ 

悠
ゆう

一
いち

は、うら庭
にわ

に夏
なつ

みかんの木
き

があるおばあさんの家
いえ

へひっこしてきました。その家
いえ

の台所
だいどころ

でジャムのつくりかたが書
か

かれたノートと、『まほうのマーマレード』とラベルのついたジャム

のビンをみつけます。ジャム屋
や

をはじめた悠
ゆう

一
いち

は、レシピどおりにマーマレードをつくると、町
まち

の店
みせ

へもっていきました。ところが、何日
なんにち

たっても注文
ちゅうもん

のれんらくはありません。 

 

和菓子のほん 
中山 圭子 文 福音館書店 ５９６－ナ 

 「和菓子
わ が し

」は日本
に ほ ん

独特
どくとく

のお菓子
か し

です。食
た

べておいしいだけではなく、日本
に ほ ん

ならではの色
いろ

、名前
な ま え

、

形
かたち

があり、自然
し ぜ ん

を美しい
うつく    

と感
かん

じる心
こころ

や人
ひと

びとの夢
ゆめ

やねがいがこめられています。和菓子
わ が し

から

日本
に ほ ん

を感
かん

じてみませんか。 

 
 

 

 

 

 


